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重陽の詩歌

重
陽
の
詩
歌　

�
詩
語
、
歌
語
と
行
事
を
め
ぐ
っ
て

�

許　
　

曼　
　

麗

前　
　

言

　
「
重
陽
」
と
い
う
言
葉
は
、
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
響
き
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

九
月
九
日
憶
山
東
兄
弟
（
時
年
十
七
）　　
　
　

王
維

　
　

獨
在
異
郷
為
異
客　
　
　
　

独
り
異
郷
に
在
っ
て
異
客
と
為
り

　
　

毎
逢
佳
節
倍
思
親　
　
　
　

佳
節
に
逢
う
毎
に
倍ま

す
ま
す
親
を
思
う

　
　

遙
知
兄
弟
登
高
處　
　
　
　

遙
か
に
知
る　

兄
弟
高
き
に
登
る
処

　
　

遍
插
茱
萸
少
一
人　
　
　
　

遍あ
ま
ね

く
茱し
ゅ
ゆ萸
を
挿
し
て
一
人
を
少か

く
を

こ
の
詩
は
中
国
語
圏
に
お
い
て
、
教
養
人
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
民
間
人
も
諳
ん
じ
る
ほ
ど
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
重
陽
と
聞
け
ば
、
こ
の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る

茱し
ゅ
ゆ萸
、
登
高
、
そ
し
て
菊
花
、
菊
酒
な
ど
を
、
す
ぐ
頭
に
思
い
浮
か
べ
る
ほ
ど
、
何
れ
も
馴
染
み
深
い
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
し
深
く
考
え
る
と
、
馴
染
み

深
い
の
は
言
葉
だ
け
で
あ
っ
て
、
行
事
と
の
関
わ
り
方
か
ら
見
る
と
、
実
生
活
の
中
で
は
む
し
ろ
馴
染
み
の
薄
い
節
句
と
言
え
る
。
重
陽
の
行
事
は
、
端
午
の
そ
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重陽の詩歌

れ
と
違
っ
て
、血
が
騒
ぐ
よ
う
な
わ
く
わ
く
感
は
な
い
。
ま
た
、中
秋
の
よ
う
に
、団
ら
ん
に
集
う
家
族
へ
の
帰
属
感
も
な
い
。
地
方
に
よ
っ
て
、こ
の
日
は
、「
祭

祖
」
の
日
で
、
亡
く
な
っ
た
先
祖
の
個
々
の
命
日
に
は
祭
祀
を
せ
ず
、
ま
と
め
て
こ
の
日
に
先
祖
を
祭
祀
す
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
、「
放
風
箏
」、
つ
ま
り
凧
を

あ
げ
る
地
方
も
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
は
、
九
月
九
日
は
「
敬
老
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
に
な
る
と
、
敬
老
に
関
す
る
活
動
は
方
々
で
行
わ
れ
る

し
、
健
康
の
た
め
に
「
登
高
」
を
呼
び
か
け
た
り
も
す
る
。
し
か
し
、
端
午
、
中
秋
の
よ
う
に
、
毎
年
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
菊
酒
を
飲
み
、
茱

萸
嚢
を
体
に
結
び
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は
次
第
に
な
く
な
り
、
菊
花
を
目
に
し
て
も
、
特
に
重
陽
と
の
結
び
つ
き
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

重
陽
は
歴
史
の
古
い
節
句
で
あ
る
。
漢
の
時
代
に
す
で
に
成
立
し
、
魏
晋
南
北
朝
以
降
、
と
り
わ
け
「
王
公
権
貴
」
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

行
事
を
繰
り
返
す
度
に
、
た
く
さ
ん
の
詩
作
が
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
類
書
で
歳
時
詩
を
見
て
み
る
と
、
唐
代
末
ま
で
の
詩
作
が
極
め
て
少
な
い
端
午
詩（
１
）に
比
べ

て
、
重
陽
詩
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
明
の
張
之
象
編
纂
の
『
古
詩
類
苑
』
に
は
十
九
首
（
端
午
詩
は
〇
首
）、『
唐
詩
類
苑
』
に
は
百
九
十
五
首
（
端
午
詩
は

十
四
首
）
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
詩
作
の
中
で
、
冒
頭
の
王
維
の
詩
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
名
作
と
さ
れ
る
も
の
が
よ
く
文
学
の
基
本
書
に
登
場
す
る
の
で
あ

る
。
賞
菊
、
挿
茱
萸
、
登
高
な
ど
に
抱
く
親
し
み
は
、
教
科
書
を
通
し
て
、
知
識
に
よ
っ
て
植
え
付
け
ら
れ
た
、
つ
ま
り
、
習
得
し
た
感
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

一
方
、
日
本
の
年
中
行
事
を
見
て
み
る
と
、
ど
こ
か
、
先
に
述
べ
た
こ
と
に
類
似
し
た
現
象
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
重
陽
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
人
は
あ

ま
り
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
行
事
が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
知
る
人
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
は
、
重
陽
の
宴
が
催
さ
れ
た
記

録
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。「
重
陽
」
に
抱
く
親
近
感
は
、
資
料
が
多
い
故
に
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
く
知
っ
て
い
る
節
句
で
あ
る
の
に
、
実
生
活

に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
が
な
い
。
何
故
こ
の
よ
う
な
断
層
が
出
来
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
要
因
が
背
後
に
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
考
え
る
に
、
試
み
に
、

詩
歌
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
。
本
稿
は
、
重
陽
詩
の
代
表
的
な
詩
語
の
考
察
を
通
し
て
、
重
陽
の
風
習
の
変
遷
を
検
討
し
、
時
代
が
下
が
る
と
共
に
、
人
々
の

受
け
入
れ
の
違
い
を
検
証
し
、
前
述
し
た
断
層
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
中
国
文
化
の
洗
礼
を
受
け
た
古
代
日
本
人
の
詠
む
詩
歌
が
、
ど
れ
ほ
ど
漢

籍
の
影
響
を
受
け
た
の
か
を
考
察
し
、
詩
語
と
歌
語
と
の
関
わ
り
を
探
っ
て
み
た
い
。
以
下
、
ま
ず
、
諸
書
の
重
陽
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
我
々
が
慣
れ
親
し
ん

で
い
る
詩
語
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
登
場
し
た
か
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
語
が
ど
う
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
和
歌
で
は
ど
う
歌
わ
れ
た
の
か
、

日
本
漢
詩
も
視
野
に
入
れ
、
詩
語
と
歌
語
と
を
比
較
し
つ
つ
、
日
本
に
も
同
じ
よ
う
に
生
じ
て
い
る
断
層
の
要
因
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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重陽の詩歌

一　

行
事
と
詩
語　
　

　

ま
ず
、
重
陽
の
由
来
を
見
て
み
よ
う
。
す
で
に
多
く
の
歳
時
に
関
す
る
論
著
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
重
陽
の
行
事
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
は
前
漢
の
時

代
ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
も
諸
書
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
晋
の
葛
洪
の
編（
２
）と
さ
れ
る
『
西
京
雑
記
』
に
次
な
る
記
述
が
あ
る
。

（
前
略
）「
九
月
九
日
佩
茱
萸
、
食
蓬
餌
、
飲
菊
花
酒
令
人
長
壽
。
菊
花
舒
時
并
採
莖
葉
、
雜
黍
米
釀
之
、
至
來
年
九
月
九
日
始
熟
就
、
飲
焉
。
故
謂
之

菊
花
酒
。」（
下
略
）

（
九
月
九
日
に
は
茱
萸
を
佩お

び
、
蓬
餌
を
食
し
、
菊
花
酒
を
飲
め
ば
、
人
を
長
寿
に
さ
せ
る
。
菊
の
花
び
ら
が
開
く
時
、
花
び
ら
と
茎
、
葉
を
採
り
、
黍
米

を
雜
ぜ
て
釀
す
。
翌
年
の
九
月
九
日
漸
く
熟
し
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
飲
む
。
故
に
菊
花
酒
と
い
う
。） 

※
訳
は
大
意
で
あ
る
。
以
下
同
。

こ
れ
は
、
漢
武
帝
の
愛
妾
戚
夫
人
に
仕
え
た
女
性
賈
佩
蘭
が
宮
中
に
い
た
時
の
思
い
出
と
し
て
、
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
登
高
、
菊
花
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

い
な
い
が
、
重
陽
の
風
物
で
あ
る
、
茱
萸
、
菊
酒
な
ど
は
、
後
に
よ
く
詩
の
素
材
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　

登
高
に
関
し
て
は
、『
刑
楚
歳
時
記
』
に
「
九
月
九
日
四
民
並
藉
野
飲
宴
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
杜
公
瞻
が
注
し
て
曰
く
、

九
月
九
日
宴
會
未
知
起
於
何
代
。
然
自
漢
至
宋
未
改
。
今
北
人
亦
重
此
節
。
佩
茱
萸
、
食
餌
、
飲
菊
花
酒
、
云
令
人
長
壽
。
近
代
皆
設
宴
於
臺

。
又

續
齊
諧
記
云
（
下
略
）

（
九
月
九
日
の
宴
会
は
い
つ
の
代
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
漢
か
ら
宋
に
至
っ
て
、
こ
の
習
慣
は
変
わ
ら
ず
に
あ
る
。
い
ま
、
北
の
人

た
ち
も
こ
の
節
を
重
ん
じ
て
い
る
。
茱
萸
を
佩
び
、
餌
を
食
し
、
菊
花
酒
を
飲
む
。
人
を
長
壽
に
さ
せ
る
と
い
う
。
近
代
で
は
、
皆
臺

で
宴
を
設
け
る
。

ま
た
續
齊
諧
記
云
々
。） 

※
臺

は
高
台
に
建
つ
木
屋
の
こ
と
。
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そ
の
「
又
續
齊
諧
記
云
」
以
下
は
次
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

汝
南
桓
景
隨
費
長
房
遊
學
累
年
。
長
房
謂
曰
、
九
月
九
日
汝
家
中
當
有
災
、
宜
急
去
、
令
家
人
各
作
絳

0

0

0

0

0

0

0

、
盛
茱
萸
以
繋
臂

0

0

0

0

0

0

、
登
高
飲
菊
花
酒

0

0

0

0

0

0

、
此
禍

可
除
。
景
如
言
齊
家
登
山
、
夕
還
、
見

犬
牛
羊
一
時
暴
死
。
長
房
聞
之
曰
、
此
可
代
也
。
今
世
人
九
日
登
高
飲
酒

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
婦
人
帶
茱
萸

0

0

0

0

0

0

、
蓋
始
於
此

0

0

0

0

。

（
見
『
續
齊
諧
記
』）

こ
れ
は
古
い
時
代
か
ら
、
人
々
が
喜
ん
で
口
に
す
る
物
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
漢
時
代
の
桓
景
の
道
術
の
師
で
あ
る
費
長
房
が
、
桓
景
に
対
し
て
、
九
月
九

日
、
家
中
に
災
い
が
あ
る
故
、
家
に
戻
り
家
人
に
茱
萸
を
詰
め
た
彩
っ
た
袋
を
臂
に
結
び
高
い
と
こ
ろ
に
登
っ
て
菊
花
酒
を
飲
む
よ
う
に
さ
せ
な
さ
い
と
指
示
し

た
と
こ
ろ
、
桓
景
は
そ
れ
に
従
い
、
難
を
逃
れ
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
附
会
の
説
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
長
い
歴
史
を
持
つ
「
人
尽
皆
知
」
の
物
語
で
あ
る
。
右

記
の
傍
点
の
箇
所
は
、「
九
日
登
高
飲
酒
、
女
性
が
茱
萸
袋
を
佩
び
る
習
慣
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
、「
佩
茱
萸
」
は
先
に
挙
げ
た
『
西
京

雑
記
』
や
、『
刑
楚
歳
時
記
』
に
よ
る
と
、
前
漢
時
代
に
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
習
わ
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
登
高
」
そ
の
も
の
は
、
漢
よ
り
さ
ら
に
古

い
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、九
月
九
日
の
行
事
で
あ
る
「
登
高
」
と
は
異
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、「
茱

萸
繋
臂
、
登
高
飲
菊
酒
」
つ
ま
り
、
難
を
避
け
、
邪
を
払
い
除
け
、
長
寿
を
願
う
な
ど
一
連
の
行
事
は
、
漢
の
時
代
に
す
で
に
あ
り
、
し
か
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
元
々
秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
る
。
豊
作
を
祝
い
、
農
産
物
の
新
嘗
め
を
す
る
。
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
る
た
め
、
体
調
が
崩
れ
や
す
く
、

病
気
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
邪
を
払
い
、
無
病
を
祈
る
行
事
も
行
わ
れ
た
。
前
述
し
た
『
西
京
雑
記
』
と
「
桓
景
登
高
」
の
話
は
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
行
事
か

ら
敷
衍
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
辟
邪
の
意
味
合
い
を
強
く
帯
び
て
い
る
。

　

で
は
、「
菊
花
」
が
重
陽
と
関
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
。
魏
の
文
帝
曹
丕
が
鍾

に
送
る
書
に
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

歳
往
月
來
、
忽
復
九
月
九
日
。
九
為
陽
數
、
而
日
月
並
應
。
俗
嘉
其
名
、
以
為
宜
於
長
久
、
故
以
享
宴
高
會
。
是
月
律
中
無
射
、
言
群
木
庶
草
、
無
有

射
而
生
。
至
於
芳
菊
、
紛
然
獨
榮
。
非
夫
含
乾
坤
之
純
和
、
體
芬
芳
之
淑
氣
、
孰
能
如
此
。
故
屈
平
悲
冉
冉
之
將
老
、
思
食
秋
菊
之
落
英
。
輔
體
延
年
、
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重陽の詩歌

莫
斯
之
貴
。
謹
奉
一
束
、
以
助
彭
祖
之
術
。

（
歳
往
き
月
来
た
り
、
忽
と
し
て
再
び
九
月
九
日
に
あ
う
。
九
は
陽
数
で
あ
り
、
し
か
も
日
月
並
び
に
相
応
じ
て
い
る
。
俗
、
そ
の
名
を
嘉
と
し
て
、
以
て

長
久
に
宜
し
と
す
る
。
故
に
高
処
で
の
宴
会
を
享
す
る
。
こ
の
月
は
十
二
律
の
中
で
は
「
無
射
」
と
言
っ
て
、
陰
の
気
が
強
く
な
り
、
陽
の
気
は
無
く
な
る

ぐ
ら
い
衰
え
、
草
木
も
凋
落
に
向
か
う
と
こ
ろ
、
菊
だ
け
香
り
を
放
ち
、
ひ
と
り
栄
え
を
み
せ
る
。
天
地
の
純
和
な
る
気
を
含
ま
ず
し
て
、
芬
芳
の
淑
気
を

体
得
し
な
い
で
は
こ
の
よ
う
に
な
る
は
ず
が
な
い
。
故
に
、
屈
原
は
老
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
悲
し
み
、
秋
菊
の
花
び
ら
を
食
す
る
こ
と
を
思
っ
た
。
体
を
滋

し
、
寿
命
を
延
ば
す
に
こ
れ
（
菊
）
よ
り
貴
い
も
の
は
な
い
。
謹
ん
で
一
束
を
奉
り
、
彭
祖
（
延
年
）
の
術
を
助
け
よ
う
と
す
る
。）

重
陽
と
い
う
表
現
は
文
帝
の
こ
の
書
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
伝
説
で
は
、
彭
祖
は
八
百
歳
ま
で
生
き
た
人
で
あ
る
。
そ
の
長
寿
の
源
は
菊
と
深
い
関
係
が
あ
る
故
、

菊
は
古
く
か
ら
長
寿
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
屈
原
は
「
朝
飲
木
蘭
之
墜
露
、
夕
餐
秋
菊
之
落
英
」
と
楚
辞
に
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
典
故
を
踏
ま

え
て
、
鍾

に
菊
花
を
差
し
上
げ
る
と
言
っ
て
い
る
。
菊
酒
を
飲
む
の
で
は
な
く
、
菊
花
を
食
べ
る
の
で
あ
る
。「
餐
菊
」
と
い
う
語
の
由
来
で
あ
る
。
ま
た
、

世
に
は
、菊
水（
３
）や
菊
潭
な
ど
菊
に
因
む
場
所
が
あ
り
、そ
の
畔
に
生
活
し
て
い
た
部
落
の
民
は
こ
と
ご
と
く
長
寿
で
あ
る
こ
と
の
記
述
は
昔
か
ら
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。　

　
　

九
日
得
新
字　
　
　
　

孟
浩
然

九
日
未
成
旬
、
重
陽
即
此
晨
。
登
高
尋
故
事
、
載
酒
訪
幽
人
。

落
帽

0

0

恣
歡
飲
、
授
衣
同
試
新
。
茱
萸
正
可
佩
、
折
取
寄
情
親
。

（
九
日
は
旬
に
は
な
ら
な
い
が
、
重
陽
は
ま
さ
に
こ
の
九
の
日
で
あ
る
。
高
き
に
登
り
、
古
の
物
語
を
尋
ね
、
酒
を
載
せ
て
隠
居
人
を
訪
れ
る
。
歓た
の

し
い
飲

宴
に
（
気
を
）
任
せ
、
帽
子
が
落
ち
る
の
も
気
が
つ
か
ず
孟
嘉
の
逸
話
も
こ
の
日
の
出
来
事
だ
っ
た
な
。
冬
の
た
め
に
作
っ
た
新
し
い
服
を
試
す
の
も
こ
の

季
節
な
の
だ
。
茱
萸
は
佩
び
る
に
ほ
ど
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、
折
っ
て
家
族
の
思
い
を
寄
せ
て
送
ろ
う
。）
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登
高
、
茱
萸
そ
れ
に
陶
淵
明
に
ま
つ
わ
る
酒
と
菊
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、「
落
帽
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
重
陽
詩
に
は
「
落
帽
」
と
い
う
詩
語
が
し
ば

し
ば
登
場
す
る
。
晉
の
孟
嘉（
４
）の
文
才
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
九
月
九
日
に
ま
つ
わ
る
故
事
と
し
て
、
最
も
時
代
の
古
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
落
帽
」
は
重
陽
詩
の
行
事
で
は
な
い
の
で
、
本
論
で
は
特
に
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

で
は
、
日
本
は
何
時
か
ら
重
陽
の
行
事
を
始
め
た
の
か
。
山
中
裕
氏
が
著
書
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
に
収
め
て
い
る
「
重
陽
宴
・
菊
花
宴（
５
）」
に
は
、
詳
し
い

考
察
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
そ
の
論
に
委
ね
る
が
、
要
点
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
即
ち
、
日
本
の
重
陽
の
宴
は
、
そ
の
起
源
自
体
は
明
確
で
は
な
い
。

氏
は
、『
日
本
書
紀（
６
）』『
政
事
要
略（
７
）』
の
記
録
を
引
い
て
、
天
武
天
皇
の
御
世
で
、
旧
宮
安
殿
の
庭
で
催
さ
れ
た
宴
は
重
陽
や
菊
花
宴
で
は
な
い
に
し
て
も
、
重
陽

節
に
準
ず
る
宴
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
そ
の
後
、
淳
和
天
皇
の
天
長
八
年
に
正
式
に
重
陽
節
の
記
述
が
あ
る
ま
で
、
九
日
は
あ
く
ま
で
も
宴
会
で
あ
っ
て

0

0

0

0

0

0

、
節0

会
で
は
な
い

0

0

0

0

0

と
し
て
い
る
。
こ
の
重
陽
節
の
行
事
は
平
安
朝
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
に
諸
書
に
書
か
れ
た
重
陽

に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
中
国
で
言
い
伝
え
ら
れ
た
、
漢
代
桓
景
の
物
語
や
、
菊
の
霊
力
に
よ
っ
て
八
百
余
歳
に
し
て
、
童
子
の
顔
を
し
て
い
る
彭
祖
の
伝
説
な
ど

で
あ
っ
た
。
行
事
は
、
中
国
の
そ
れ
を
継
承
し
な
が
ら
、「
菊
の
着
せ
綿
」
を
編
み
出
し
、
重
陽
の
行
事
で
は
な
い
が
、
日
本
独
自
の
「
菊
合
」
を
考
え
出
し
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
節
に
述
べ
る
。

二　

菊
と
菊
花
酒

　

で
は
、
菊
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

お
そ
ら
く
菊
は
中
国
文
学
史
上
最
も
文
人
に
愛
さ
れ
た
屈
指
の
花
と
言
え
よ
う
。
菊
に
関
す
る
記
載
も
古
い
時
代
の
書
物
に
散
見
さ
れ
る
。『
藝
文
類
聚
』
な

ど
の
類
書
を
開
け
ば
、
記
録
の
数
は
実
に
夥
し
い
。
不
老
不
死
へ
の
追
求
の
観
点
か
ら
、
菊
は
人
を
長
寿
に
す
る
妙
用
が
あ
る
の
で
、
大
事
な
存
在
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
詩
人
た
ち
は
む
し
ろ
、
菊
は
冬
を
迎
え
る
前
に
、
す
べ
て
の
花
が
散
り
尽
く
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年
最
後
の
花
と
し
て
、
ひ
と
り
凛
然

と
咲
き
誇
る
、
そ
の
孤
高
の
姿
が
詩
人
の
心
を
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
。
隠
逸
の
花
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
最
も
中
国
の
文
人
に
愛
さ
れ
た
詩
人
で

あ
る
陶
淵
明
が
菊
花
に
心
酔
し
、
よ
く
菊
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
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九
日
作
并
序　
　
　
　

陶
潜

　
　

余
閒
居
愛
重
九
之
名
秋
菊
盈
園
而
持
醪
靡
由
空
服
九
華
寄
懷
於
言

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

世
短
意
常
多
、
斯
人
樂
久
生
。
日
月
依
辰
至
、
舉
俗
愛
其
名
。
露
凄
暄
風
息
、
氣
澈
天
象
明
。

往

無
遺
影
、
來
雁
有
餘
聲
。
酒
能

0

0

0

百
慮

0

0

、
菊
為
制
頽
齡

0

0

0

0

0

。
如
何
蓬
廬
士
、
空
視
時
運
傾
。（
下
略
）

（
余
、
閑
居
し
て
、
重
九
の
名
を
愛
す
。
秋
菊
は
園
に
盈
ち
る
ほ
ど
咲
い
て
い
る
の
に
、
し
か
し
（
手
に
す
る
は
ず
の
）
酒
は
な
い
。
空
し
く
（
こ
の
）
九

日
咲
く
（
菊
の
）
華は
な

を
服
し
て
、
思
い
を
言
葉
に
寄
す
。） 

※
大
意
は
序
の
み
。

序
の
ほ
か
に
、
詩
中
に
は
「
酒
は
能
く
百
の
慮う
れ

い
を
払
い
、
菊
は
頽く
ず

れ
て
い
く
齢よ
わ
い

を
制
す
る
た
め
に
あ
る
」
と
詠
ん
で
い
る
。
陶
潜
が
重
九
、
菊
、
酒
に
対
す

る
思
い
が
十
分
に
読
み
と
れ
る
。
詩
人
は
ま
た
「
飲
酒
二
十
首
」
の
中
、「
采
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
」
と
い
う
千
古
の
名
詩
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
句
以
降
、

「
東
籬
」
も
ま
た
菊
の
代
名
詞
に
な
り
、
後
世
の
詩
作
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
陶
淵
明
に
ま
つ
わ
る
菊
と
酒
の
話
も
ま
た
後
世
の
重
陽
詩
の
典
故
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。『
続
晋
陽
秋
』
に
こ
の
よ
う
な

話
が
載
っ
て
い
る
。

陶
潜
九
月
九
日
無
酒
、
宅
東
籬
下
菊
聚
中
、
摘
盈
把
、
坐
其
側
。
未
幾
、
望
見
白
衣
人
至
、
乃
王
弘
送
酒
也
。
即
便
就
醉
而
後
歸
。

（
陶
淵
明
、
九
月
九
日
に
（
酒
が
飲
み
た
い
の
に
）
酒
が
な
く
、
家
の
東
側
の
籬
に
あ
る
菊
畑
の
中
か
ら
菊
花
を
折
り
、
手
に
一
杯
に
な
る
ぐ
ら
い
抱
え
、

菊
花
の
そ
ば
に
ぼ
う
と
座
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、白
い
服
を
着
た
人
が
現
れ
、王
弘
が
酒
を
送
っ
て
き
た
の
だ
。
す
ぐ
に
飲
み
始
め
て
、酔
っ
ぱ
ら
っ

て
か
ら
、
の
ち
家
に
帰
っ
た
。）

こ
れ
が
の
ち
、
後
世
の
詩
人
が
よ
く
使
う
「
送
酒
」「
白
衣
人
」
な
ど
の
重
陽
の
詩
語
の
濫
觴
と
な
る
。
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九
日　
　
　
　

王
勃

九
日
重
陽
節
、
開
門
有
菊
花
。
不
知
来
送
酒
、
若
箇
是
陶
家
。

（
九
日
は
重
陽
の
節
句
な
り
。
門
を
開
け
れ
ば
、
菊
の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
る
。
酒
を
届
け
て
き
た
の
は
良
い
け
れ
ど
、（
花
に
埋
ま
っ
て
）
陶
隠
居
の

家
は
何
処
か
は
知
ら
な
い
。）

李
白
も
「
因
招
白
衣
人

0

0

0

、
笑
酌0

黃
花
菊（
８
）」
と
い
う
句
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
他
、「
感
遇
四
首
」
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

可
歎
東
籬
菊

0

0

0

、
莖
疏
葉
且
微
。
雖
言
異
蘭
蕙
、
亦
自
有
芳
菲
。

未
泛
盈
樽
酒
、
徒
霑
清
露
輝
。
當
榮
君
不
採
、
飄
落
欲
何
依
。

（
東
の
籬ま
が
き

に
咲
い
て
い
る
菊
は
、
茎
も
疎
ら
で
葉
も
弱
々
し
く
、
ま
こ
と
に
嘆
く
べ
き
哀
れ
な
有
り
様
。
蘭
や
蕙
の
よ
う
な
香
草
と
異
な
る
と
謂
え
ど
も
、

や
は
り
、
菊
は
香
り
を
持
っ
て
い
る
花
を
咲
か
せ
る
も
の
な
の
だ
。
ま
だ
盃
に
盈
し
た
酒
に
浮
か
べ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
た
だ
露
の
清
ら
か
な
光
り
に
潤う

る
お

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
君
が
い
ま
盛
ん
に
花
を
咲
か
し
て
い
る
こ
の
菊
を
折
り
取
ら
な
い
な
ら
ば
、
や
が
て
、
散
り
落
ち
、
風
に
吹
か
れ
て
、
何
処
へ

行
っ
て
し
ま
う
も
の
よ
。）

且
酌
東
籬
菊
、
聊

南
國
愁
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
杜
甫　
「
九
日
登
梓
州
城（
９
）」）

惆
悵
東
籬
不
同
醉
、
陶
家
明
日
是
重
陽
。　
　
　
　
（
白
居
易　
「
九
月
八
日
酬
皇
甫
十
見
贈（
10
）」）

詩
人
達
は
、
こ
と
ご
と
く
菊
に
愛
着
を
抱
く
陶
淵
明
に
ま
つ
わ
る
菊
の
典
故
を
自
分
の
詩
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
元
稹
は
「
菊
花
」
を
こ
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

秋
叢
繞
舍
似
陶
家
、
遍
繞
邊
日
漸
斜
。
不
是
花
中
偏
愛
菊
、
此
花
開
盡
更
無
花
。
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（
秋
菊
が
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
、
家
の
ま
わ
り
を
囲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
陶
潜
の
家
に
そ
っ
く
り
だ
。
日
が
暮
れ
て
い
く
中
、
こ
の
遍
く
籬
を
繞め
ぐ

ら
せ
て
い
る

菊
花
の
見
事
な
こ
と
よ
。
花
の
中
で
菊
を
偏
愛
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
花
が
咲
き
き
っ
た
ら
、（
今
年
は
）
も
う
花
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
詩
に
も
、
陶
淵
明
へ
の
傾
斜
が
明
ら
か
で
あ
る
。
因
み
に
、
元
稹
の
こ
の
詩
を
、
白
居
易
は
更
に
詩
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　

禁
中
九
日
對
菊
花
酒
憶
元
九　
　
　
　

白
居
易

賜
酒
盈
杯
誰
共
持
、
宮
花
滿
把
獨
相
思
。
相
思
只
傍
花
邊
立
、
盡
日
吟
君
詠
菊
詩
。

（
天
子
よ
り
賜
っ
た
酒
が
満
々
に
注
が
れ
た
盃
を
誰
と
一
緒
に
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
宮
中
に
咲
く
（
菊
の
）
花
を
手
に
一
杯
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
一
人
で

君
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。
深
い
思
い
に
か
ら
れ
、
只
花
の
そ
ば
に
佇
ん
で
い
て
、
一
日
中
、
君
が
詠
ん
だ
菊
花
詩
を
口
ず
さ
む
ば
か
り
だ
っ
た
。）

　

と
こ
ろ
が
、
上
記
元
稹
の
「
菊
花
」
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
詩
人
達
は
九
日
に
限
っ
て
の
み
、
菊
を
詠
む
の
で
は
な
い
。
前
掲
『
唐
詩
類
苑
』
に
は
四
十
六

首
の
菊
の
詩
が
あ
る
。
そ
の
中
に
重
陽
の
菊
と
詠
ん
だ
の
は
、
十
首
に
も
満
た
な
い
。
菊
の
記
録
は
早
く
も
『
爾
雅
』
釋
草
篇
に
出
て
い
る
。『
禮
記
』
の
月
令

に
も
「
季
秋
之
月
、
鞠
有
黄
華
」
と
あ
る
。
鞠
は
菊
で
あ
る
。
菊
は
中
国
原
産
の
植
物
で
、
唐
ま
で
種
類
が
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
華

0

0

も
ま
た
菊
の
代
名
詞
と
し
て
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
季0

秋
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
菊
の
咲

き
頃
は
重
陽
の
節
句
の
あ
る
九
月
で
は
な
く
、
晩
秋
の
十
月
で
あ
る
。
菊
花
酒（
11
）は
前
の
年
に
醸
造
し
て
お
い
て
、
翌
年
の
重
陽
の
日
に
そ
れ
を
飲
む
。
し
か
し
、

重
陽
に
咲
く
菊
は
、
種
類
と
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
は
「
和
錢
員
外
早
冬

0

0

玩
禁
中
新
菊

0

0

」（
12
）と
い
う
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
早
冬
に
咲
く

菊
も
あ
る
の
だ
。
九
月
の
重
陽
に
詠
ま
れ
た
菊
の
全
て
が
実
際
目
に
し
た
菊
を
詩
に
詠
ん
だ
の
か
、
そ
れ
と
も
前
人
の
詩
作
に
あ
る
菊
を
た
だ
継
承
し
た
の
か
、

実
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
唐
に
入
る
と
、
菊
の
栽
培
が
段
々
と
盛
ん
に
な
り
、
新
種
の
開
発
を
競
う
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
菊
事
情
も
大

分
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
代
以
降
、『
菊
譜（
13
）』
と
呼
ば
れ
る
著
が
数
種
類
出
来
る
ぐ
ら
い
、
菊
に
対
す
る
関
心
が
益
々
高
く
な
っ
て
い
く
。

　

蘇
東
坡
が
、「
江
月
五
首（
14
）」
の
序
に
、
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嶺
南
気
候
不
常
、
吾
嘗
言
、「
菊
花
開
時
即
重
陽
、
涼
天
佳
月
即
中
秋
、
不
須
以
日
月
為
断
也
。」

（
嶺
南
地
方
は
気
候
が
不
順
で
あ
る
の
で
、
私
は
前
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
菊
が
花
を
咲
く
と
き
即
ち
重
陽
で
あ
る
。
気
候
が
涼
し
く
、
月
が
佳

け
れ
ば
即
ち
中
秋
で
あ
る
。
暦
で
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。」）

と
言
っ
て
い
る
。「
和
己
酉
歲
九
月
九
日
」
と
い
う
詩
に
も
、

今
日
我
重
九
、
誰
謂
秋
冬
交
。
黃
花
與
我
期
、
草
中
實
後
凋
。（
下
略
）

（
今
日
私
は
重
九
の
節
句
を
祝
う
の
だ
、
も
う
冬
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
と
誰
に
言
わ
れ
よ
う
と
。
菊
花
が
咲
く
頃
は
私
に
重
陽
の
期
を
与
え

て
く
れ
る
の
だ
、
草
花
の
中
、
実
に
最
後
に
な
っ
て
凋
落
す
る
こ
の
黄
色
い
花
が
。）

菊
詩
の
多
く
が
重
陽
詩
で
は
な
い
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
、
菊
の
咲
き
頃
と
重
陽
の
日
と
が
、
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
帰
因
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

で
は
、
日
本
で
は
菊
は
ど
う
歌
わ
れ
た
の
か
。
菊
は
伝
来
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
伝
来
は
何
時
な
の
か
。
一
般
的
に
は（
15
）、
奈
良
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
仁

徳
天
皇
の
代
に
百
済
よ
り
渡
来
し
た
と
の
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
万
葉
集
に
は
菊
は
全
く
登
場
し
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
歌
人
は
菊
を
見
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
七
五
一
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
懐
風
藻
』
に
は
、
六
首
の
菊
詩
が
あ
る
。

　
　
　

秋
夜
宴
山
池　
　
　
　

境
部
王

対
峰
傾
菊
酒　
　
　
　

峰
に
対
し
て
菊
酒
を
傾
け

臨
水
拍
桐
琴　
　
　
　

水
に
臨
ん
で
桐
琴
を
拍
つ

忘
帰
待
明
月　
　
　
　

帰
る
を
待
つ
明
月

何
憂
夜
漏
深　
　
　
　

何
ぞ
憂
へ
む　

夜
漏
の
深
き
を
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菊
酒
は
中
国
伝
来
の
重
陽
に
ま
つ
わ
る
風
習
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
他
、

菊
風

0

0

披
夕
霧
、
桂
月
照
蘭
洲　
　
　
　
（
吉
智
首
「
七
夕
」）

水
底
遊
鱗
戯
、
巖
前
菊
気
芳

0

0

0　
　
　
　
（
田
中
浄
足　
「
晩
秋
於
長
屋
王
宅
宴
」）

な
ど
の
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
漢
籍
、
こ
と
に
『
藝
文
類
聚
』
に
よ
る
知
識
を
頼
り
に
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
智
首
の
「
七
夕
」
で
も
分

か
る
よ
う
に
、
実
際
、
菊
を
見
た
り
、
菊
酒
を
飲
ん
だ
り
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
夕
の
季
節
は
菊
の
咲
く
季
節
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
、
八

世
紀
末
に
菊
が
伝
来
し
、
す
ぐ
さ
ま
王
朝
人
を
魅
了
し
て
、
天
皇
自
ら
重
陽
の
宴
を
催
し
て
は
、
菊
を
詠
ん
だ
。『
凌
雲
集
』、『
文
華
秀
麗
集
』、『
經
國
集
』
な

ど
の
漢
詩
集（
16
）
に
見
ら
れ
る
漢
詩
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
に
も
多
く
詠
誦
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
今
和
歌
集
を
始
め
、
八
代
集
に
限
っ
て
見
る
だ
け
で
も

六
十
五
首
は
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

世
中
の
は
か
な
き
こ
と
を
思
ひ
け
る
を
り
に
き
く
の
花
を
見
て
よ
み
け
る　

つ
ら
ゆ
き

二
七
六　
　

秋
の
菊
に
ほ
ふ
か
ぎ
り
は
か
ざ
し
て
む
花
よ
り
さ
き
と
し
ら
ぬ
わ
が
身
を 

（『
古
今
和
歌
集
』）

　
　
　
　
　
（
こ
の
秋
の
菊
、
香
り
が
つ
い
て
い
る
限
り
は
頭
に
か
ざ
し
て
お
こ
う
。
花
よ
り
先
の
こ
と
な
ん
ぞ
分
か
ら
な
い
こ
の
我
が
身
を
。）

重
陽
の
楽
し
い
宴
会
の
歌
で
は
な
く
、
無
常
観
が
漂
っ
て
い
る
。
紀
貫
之
の
歌
同
様
、
こ
れ
ら
秋
歌
の
巻
に
納
め
れ
ら
れ
て
い
る
菊
の
歌
は
、
ほ
と
ん
ど
重
陽
と

い
う
節
句
の
為
に
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
重
陽
と
明
記
し
た
歌
は
む
し
ろ
珍
し
い
。
勅
撰
和
歌
集
の
二
十
一
代
集
に
二
百
六
十
四
首
の
菊
の
歌
が
あ
る
中
、「
重

陽
」、「
九
月
九
日
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
首
に
過
ぎ
な
い
。
無
論
、
重
陽
の
日
の
行
事
を
歌
っ
た
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
歌
人
た
ち
が
、
作

歌
の
際
、
伝
来
の
重
陽
の
典
故
を
十
分
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
は
疑
い
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
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き
く
の
花
の
も
と
に
て
、
人
を
ま
て
る
か
た
を
よ
め
る　

友
則

二
七
四　
　

は
な
み
つ
つ
ひ
と
ま
つ
と
き
は
し
ろ
た
へ
の
そ
で
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る 

（『
古
今
和
歌
集
』）

　
　
　
　
　
　
　

 （
花
を
た
だ
た
だ
見
つ
め
な
が
ら
人
を
待
っ
て
い
た
ら
、
白
い
袖
（
が
現
れ
た
）
か
な
と
ば
か
り
思
っ
た
。
た
だ
（
白
い
菊
を
）
見
ま
ち
が
え

ら
れ
た
こ
と
だ
。）

こ
の
白
い
袖
は
陶
淵
明
に
因
む
「
白
衣
人
」
と
解
釈（
17
）さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

と
な
り
に 

す
み
侍
り
け
る
時
、
九
月
八
日
伊
勢
が
家
の
菊
に
わ
た
を
き
せ

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
、
又
の
あ
し
た
を
り
て
か
へ
す
と
て

伊
勢

三
九
四　
　

か
ず
し
ら
ず
君
が
よ
は
ひ
を
の
ば
へ
つ
つ
な
だ
た
る
や
ど
の
つ
ゆ
と
な
ら
な
ん 

（『
後
撰
和
歌
集
』）

　
　
　
　
　
　
　

 （（
我
が
家
の
菊
の
着
せ
綿
に
お
い
た
露
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。）
こ
の
露
が
、
数
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
あ
な
た
さ
ま
の
お
齢
を

お
延
ば
し
つ
つ
、（
あ
な
た
の
）
評
判
の
高
い
お
庭
の
露
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
正

三
九
五　
　

露
だ
に
も
名
だ
た
る
や
ど
の
菊
な
ら
ば
花
の
あ
る
じ
や
い
く
よ
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

 （
露
で
さ
え
も
延
命
で
名
高
い
あ
な
た
の
お
宅
の
菊
で
し
た
ら
、
そ
の
花
の
ご
主
人
の
あ
な
た
、
ご
寿
命
は
幾
年
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、

菊
の
齢
以
上
に
長
ら
え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。）

菊
に
綿
を
着
せ
る
と
は
、
九
月
八
日
に
、
菊
の
上
に
綿
を
被
せ
、
翌
日
の
九
日
ま
で
に
露
を
含
ま
せ
て
お
く
。
そ
の
綿
で
体
を
拭
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
老
い
を
拭

き
取
り
、
若
返
り
を
祈
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
勢
が
、
歌
を
添
え
て
そ
れ
を
藤
原
雅
正
に
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
雅
正
が
菊
を
折
っ
て
、
歌
に
添
え
て
返
し
た
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や
り
と
り
で
あ
っ
た
。
清
少
納
言
の
「
枕
草
子
」
第
八
段
に
も
菊
の
着
せ
綿
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
九
月
九
日
は
、
暁
が
た
よ
り
雨
す
こ
し
降
り
て
、
菊
の
露
も
こ
ち
た
く
、
覆
ひ
た
る
綿
な
ど
も
い
た
く
濡
れ
、
移
し
の
香
も
持
て
は
や
さ
れ
て
。

（
下
略
）

（
九
月
九
日
は
、
夜
明
け
方
か
ら
雨
が
少
し
降
っ
て
、
菊
に
露
が
た
っ
ぷ
り
と
つ
い
て
、
菊
に
着
せ
た
綿
な
ど
も
ひ
ど
く
濡
れ
て
、
そ
の
た
め
、
花
の
移
り

香
も
一
段
と
際
立
つ
。）

こ
の
習
わ
し
は
、
日
本
が
独
自
に
編
み
出
し
た
も
の
で
、
中
国
本
土
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
菊
合
の
歌
会
を
催
す
よ
う
に
な
る
。
上
記
古
今
和
歌

集
の
二
七
四
番
歌
は
「
寛
平
御
時
菊
合（
18
）」
最
後
の
歌
で
あ
る
。
二
七
四
番
歌
以
外
に
も
、
こ
の
菊
歌
合
の
歌
が
三
首
収
録
さ
れ
て
い
る
。
菊
と
長
寿
の
思
想
を
表

す
も
の
が
多
い
。
寛
平
以
降
、
菊
合
は
数
多
く
催
さ
れ
る
が
、
特
に
重
陽
と
の
関
わ
り
は
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
開
催
日
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
大

方
十
月
の
中
旬
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
年
）
醍
醐
天
皇
開
催
の
内
裏
菊
合
は
十
月
十
三
日
、
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
年
）
の

上
東
門
院
菊
合
は
十
月
十
八
日
で
あ
っ
た
。
日
本
に
移
植
し
て
き
た
菊
も
、
開
花
の
季
節
は
重
陽
節
と
は
ひ
と
月
ほ
ど
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

茱し
ゅ
ゆ萸

　
　
　

九
日
曲
江　
　
　
　

杜
甫

綴
席
茱
萸
好
、
浮
舟

衰
。
季
秋
時
欲
半
、
九
日
意
兼
悲
。

江
水
清
源
曲
、
荊
門
此
路
疑
。
晩
來
高
興
盡
、
搖
蕩
菊
花
期
。

（
頭
に
挿
す
た
め
に
用
意
さ
れ
た
き
れ
い
な
茱
萸
は
、
宴
の
席
を
綴
り
、
舟
に
浮
か
べ
れ
ば
、
鮮
や
か
な
（
茱
萸
）
の
色
に
照
ら
さ
れ
る
と
、
蓮
の
花
が
衰

え
て
み
え
る
。
晩
秋
も
九
日
に
な
る
と
、
は
や
月
の
半
ば
に
さ
し
か
か
り
、
九
（
久
）
の
重
な
る
日
に
心
は
何
故
か
悲
し
み
を
兼
ね
て
し
ま
う
。
清
ら
か
な
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源
で
あ
る
大
江
の
水
が
、
こ
こ
で
曲
っ
て
お
り
、
こ
の
道
は
果
た
し
て
荊
門
に
行
く
の
か
。
時
間
が
遅
く
な
る
に
連
れ
、
高
ぶ
っ
た
楽
し
み
も
尽
き
果
て
て

し
ま
う
と
と
も
に
、
心
も
時
間
の
移
り
ゆ
く
中
揺
れ
動
い
て
い
く
も
の
な
の
だ
。）

「
楽
極
生
悲
」
で
は
な
く
、
宴
会
の
当
初
か
ら
悲
哀
の
意
を
心
に
抱
い
て
い
た
。「
九
日
藍
田
崔
氏
莊（
19
）」
の
末
二
句
に
、
杜
甫
は
「
明
年
此
會
知
誰
健
、
醉
把
茱
萸

子
細
看
」
と
詠
ん
で
い
る
。「
来
年
の
重
陽
の
会
で
、
今
こ
の
中
の
参
加
者
の
ど
な
た
が
健
在
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
酒
に
酔
い
な
が
ら
、（
焦
点
の
合
わ
な
い
目

で
）
じ
っ
と
茱
萸
を
見
つ
め
つ
つ
思
う
に
」
と
。
重
陽
の
日
に
、
茱
萸
を
戴
き
、
辟
邪
延
壽
を
期
し
た
は
ず
な
の
に
、
杜
甫
の
詩
は
悲
哀
の
奈
落
に
落
ち
込
ん
で

い
る
。
茱
萸
の
厄
払
い
の
効
は
ま
る
で
効
か
な
い
の
で
あ
る
。「
應
制
」
で
な
い
詩
作
に
は
こ
の
よ
う
な
ト
ー
ン
が
多
い
。

　

茱
萸
は
重
陽
節
の
風
物
と
し
て
、欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
何
時
か
ら
、茱
萸
が
辟
邪
の
植
物
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。『
西
京
雑
記
』

で
は
「
佩
茱
萸
、
食
蓬
餌
、
飲
菊
花
酒
、
令
人
長
壽
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
晉
の
孫
楚（
20
）の
「
茱
萸
賦
」
に
よ
る
と
、

有
茱
萸
之
嘉
木
、
植
茅
茨
之
前
。（
中
略
）
攀
紫
房
於
纖
柯
、
綴
朱
實
之
酷
烈
。
應
神
農
之
本
草
、
療
生
民
之
疹
疾
。

（
茱
萸
の
良
い
木
が
あ
り
、
茅
葺
き
の
家
の
前
に
植
わ
っ
て
い
る
。（
中
略
）
紫
の
房
が
刺
の
あ
る
幹
を
め
ぐ
ら
せ
、
香
気
の
強
い
赤
い
実
を
綴
ら
せ
て
い
る
。

神
農
氏
が
本
草
経
に
記
し
て
あ
る
薬
効
に
応
じ
、
民
衆
の
疹
疾
を
療
す
。）

と
あ
る
。
す
で
に
『
神
農
本
草
経
』
に
そ
の
薬
効
が
記
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。
ま
た
、『
芸
文
類
聚
』
九
月
九
日
の
記
述
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
風

土
記
』
曰
、「
九
月
九
日
、
律
中
無
射
而
數
九
。
俗
尚
此
月
。
折
茱
萸
房
以
插
頭
。
言
辟
除
惡
氣
而
禦
初
寒
。」
又
曰
、「
茱
萸
、
九
月
九
日
熟
、
色
赤
可
採
時
也
。」

『
本
草
綱
目
』
に
、「
呉
茱
萸（
21
）」
に
つ
い
て
、
李
時
珍
が
そ
の
性
質
「
気
味
辛
温
有
小
毒
」
と
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集
解
の
中
、
時
珍
が
『
淮
南
萬
畢
術
』
を

引
い
て
曰
く
、
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井
上
宜
種
茱
萸
、
葉
落
井
中
、
人
飲
其
水
、
無
瘟
疫
。
懸
其
子
於
屋
、
辟
鬼
魅
。

（
井
戸
の
上
に
は
茱
萸
を
植
え
る
と
良
い
。
葉
が
井
戸
の
中
に
落
ち
、
人
々
が
そ
の
水
を
飲
め
ば
、
病
気
（
瘟
疫
）
に
か
か
ら
な
い
。
そ
の
種
を
家
に
懸
け

れ
ば
、
鬼
魅
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
。）

つ
ま
り
、
茱
萸
は
赤
い
実
を
結
ぶ
、
香
り
の
強
い
植
物
で
あ
る
。
香
り
の
強
い
も
の
は
、
古
く
か
ら
邪
悪
を
払
い
除
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
七

月
八
月
頃
に
結
ん
だ
実
を
採
り
、
そ
れ
を
涼
し
い
と
こ
ろ
で
乾
し
、
出
来
た
も
の
を
袋
に
詰
め
、
香
嚢
の
よ
う
に
体
に
つ
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
邪
悪
を
払
い

除
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
重
陽
詩
に
登
場
す
る
茱
萸
は
そ
の
ま
ま
辟
邪
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
。

　
　
　

秋
歌
二
首
之
一

辟
惡
茱
萸
嚢
、
延
年
菊
花
酒
。
與
子
結
綢
繆
、
丹
心
此
何
有
。

（
辟
邪
の
効
用
を
持
つ
茱
萸
嚢
、
そ
し
て
延
年
の
妙
用
の
あ
る
菊
花
酒
、
君
に
お
近
寄
り
に
な
り
た
い
た
め
の
印
と
し
て
、
こ
れ
を
君
に
さ
し
上
げ
よ
う
。

こ
れ
以
上
の
真
心
は
ほ
か
に
な
い
で
し
ょ
う
よ
。）

本
稿
冒
頭
王
維
の
詩
に
出
る
「
茱
萸
」
も
ま
さ
に
、
邪
を
払
う
た
め
に
頭
に
挿
す
の
で
あ
る
。『
西
京
雑
記
』
と
『
続
斉
諧
記
』
で
は
、
茱
萸
又
は
茱
萸
嚢
を
佩

び
る
が
、
唐
詩
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
王
維
と
同
様
に
、
茱
萸
を
頭
に
挿
す
こ
と
に
な
る
。
行
事
と
し
て
、『
風
土
記
』
の
記
述
で
あ
る
「
折
茱
萸
房
以
插
頭
」

の
方
が
親
し
ま
れ
た
よ
う
だ
。

茱
萸
插
鬢
花
宜
壽　
　
　
　
（
王
昌
齡
「
九
日
登
高（
22
）」）

髮
稀
那
更
插
茱
萸　
　
　
　
（
耿

「
九
日
」）　

學
他
年
少
插
茱
萸　
　
　
　
（
朱
放
「
九
日
與
楊
凝
崔
淑
期
登
江
上
山
會
有
故
不
得
往
因
贈
之
」）
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強
插
茱
萸
隨
衆
人　
　
　
　
（
楊
衡
「
九
日
」）　

の
よ
う
に
、
多
く
の
詩
人
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
詩
語
「
茱
萸
」
が
登
場
す
る
た
び
に
、
辟
邪
だ
け
を
意
味
す
る
で
は
な
い
。
孫
楚
の
「
茱
萸
賦
」
を
遡
っ
て
約
五
十
年
、
曹
子
建
の
浮
萍
篇
に
「
茱

萸
自
有
芳
不
若
桂
與
蘭
」
と
あ
る
。
茱
萸
の
香
り
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
後
、
南
北
朝
時
代
の
詩
人
が
詠
ん
だ
茱
萸
も
、
辟
邪
と
無
関
係
で
あ
る
。
中
に
は
、
錦

の
一
種
「
茱
萸
錦
」
と
「
茱
萸
溝
」、「
茱
萸
嶺
」
な
ど
の
よ
う
な
地
名
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
ま
た
、
楽
府
雑
曲
歌
辞
名
に
「
茱
萸
女
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
　
　

雜
曲
歌
辭　

茱
萸
女
（
萬
楚
）

山
陰
柳
家
女
、
九
日
采
茱
萸
。
復
得
東
鄰
伴
、
雙
為
陌
上

。
插
花
向
高
髻
、
結
子
置
長
裾
。

（
中
略
）

客
邀
羅
袖
、
行
人
挑
短
書
。
蛾
眉
自
有
主
、
年
少
莫
踟

。

（
山
の
北
側
に
柳
の
植
わ
っ
て
い
る
家
の
娘
、
九
日
に
茱
萸
を
採
り
に
出
か
け
る
。
さ
ら
に
東
の
隣
の
娘
も
伴
に
な
り
、
二
人
し
て
陌

あ
ぜ
み
ち

の
上
の
美
女
に
な
る
。

（
採
っ
た
茱
萸
の
）
花
を
高
く
結
っ
た
髪
に
挿
し
、
結
ん
だ
子み

を
長
い
ス
カ
ー
ト
に
置
く
。（
中
略
）

客
は
う
す
ぎ
ぬ
の
お
く
り
も
の
を
し
た
り
、
道
行
き

の
人
も
文
を
出
し
て
誘
っ
た
り
す
る
（
ぐ
ら
い
、
み
な
そ
の
美
し
い
姿
に
心
を
奪
わ
れ
る
）。
し
か
し
、
こ
の
美
人
た
ち
は
自
ず
と
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

若
者
た
ち
よ
、（
周
り
を
）
徘
徊
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
下
さ
い
。）

「
采
桑
」
と
同
じ
よ
う
に
「
采
茱
萸
」
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
桑
と
同
様
に
、
茱
萸
の
採
収
も
大
事
な
農
事
で
あ
り
、
女
性
が
そ
の
任
を
担
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
采
桑

女
」
も
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
る（
23
）よ
う
に
、「
茱
萸
女
」
と
い
う
歌
辞
名
の
由
来
に
は
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
唐
代
に
な
る
と
、

旧
暦
九
月
九
日
に
市
中
の
女
が
茱
萸
を
と
っ
て
客
に
酒
を
勧
め
る
風
習
が
あ
る
と
い
う
。
次
の
詩
に
は
そ
の
一
斑
が
窺
え
る
。
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九
日
宴　
　
　
　

張
諤

秋
葉
風
吹
黃
颯
颯
、
晴
雲
日
照
白
鱗
鱗
。
歸
來
得
問
茱
萸
女
、
今
日
登
高
醉
幾
人
。

（
秋
風
が
木
の
葉
も
黄
菊
も
さ
わ
さ
わ
音
が
す
る
よ
う
吹
き
通
し
、日
に
照
ら
し
て
、晴
れ
や
か
な
雲
が
い
っ
そ
う
麗
し
く
み
え
る
（
今
日
こ
の
重
陽
の
日
を
）。

宴
会
の
帰
り
に
は
茱
萸
女
に
聞
か
な
く
て
は
、
今
日
高
き
に
登
っ
た
お
客
さ
ん
を
何
人
酔
わ
し
た
の
か
、
と
。）

茱
萸
と
い
う
詩
語
が
重
陽
詩
に
お
い
て
、
最
も
大
事
な
詩
語
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
て
、
視
点
を
日
本
に
移
そ
う
。
現
代
の
日
本
語
で
は
茱
萸
の
こ
と
「
ぐ
み
」
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
間
違
い
で
、
本
当
の
茱
萸
に
該
当
す
る
植

物
は
「
か
わ
は
じ
か
み
」
と
い
う
。
漢
字
で
は
、「
川
薑
」
と
当
て
た
り
す
る
。『
和
名
抄
』
で
は
、「
ゴ
シ
ュ
ユ
の
古
名
」
と
し
て
い
る
が
、「
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
別

名
」
と
し
て
い
る
辞
書
も
あ
る
。
和
歌
で
は
歌
語
と
し
て
、「
か
わ
は
じ
か
み
」
は
存
在
し
な
い
。
茱
萸
も
な
い
に
等
し
い
。
万
葉
集
を
始
め
、
勅
撰
集
の

二
十
一
代
集
に
、
茱
萸
と
い
う
表
現
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
清
少
納
言
の
「
枕
草
子
」
の
三
十
七
段
に
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

節せ
ち

は
、
五
月
に
し
く
月
は
な
し
。（
中
略
）
九
月
九
日
の
菊
を
、
あ
や
し
き
生
絹
の
き
ぬ
に
つ
つ
み
て
ま
ゐ
ら
せ
た
る
を
、
お
な
じ
柱
に
結
ひ
つ
け
て
月
頃

あ
る
薬
玉
に
と
け
か
へ
て
ぞ
棄
て
つ
め
る
。
ま
た
、
薬
玉
は
、
菊
の
を
り
め
で
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ん
。（
下
略
）

（
節
句
は
、
五
月
に
ま
さ
る
月
は
な
い
の
だ
。（
昨
年
の
）
九
月
九
日
重
陽
の
節
句
に
飾
っ
た
菊
を
、
粗
末
な
生
絹
の
絹
に
包
ん
で
差
し
上
げ
た
の
を
同
じ
柱

に
結
び
つ
け
た
。（
そ
れ
か
ら
）
数
ヶ
月
経
っ
て
い
る
、
そ
の
薬
玉
の
紐
を
解
い
て
、
中
の
菊
と
取
り
替
え
る
。
ま
た
、（
今
年
の
五
月
五
日
に
柱
に
結
び
つ

け
た
）
薬
玉
は
、
菊
の
節
句
ま
で
柱
に
結
び
付
け
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。）

要
す
る
に
、
五
月
五
日
と
九
月
九
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
薬
玉
を
柱
に
結
び
付
け
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
そ
の
薬
玉
を
端
午
と
重
陽
と
で
取
り
替
え
る
よ
う
に
し
て
い

た
と
い
う
。
五
月
五
日
の
薬
玉
は
、
沈
香
な
ど
薫
り
の
高
い
薬
材
を
砕
き
、
小
さ
な
丸
薬
を
作
り
、
絹
の
袋
に
入
れ
、
菖
蒲
、
蓬
を
添
え
た
も
の
で
、
九
月
九
日

の
薬
玉
は
菊
と
茱
萸
が
入
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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で
は
、
漢
詩
の
領
域
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
懐
風
藻
』
に
は
茱
萸
が
登
場
せ
ず
、『
凌
雲
集
』
が
一
首
、『
經
國
集
』
が
二
首
の
み
で
あ
る
。
何
故
「
茱
萸
」
は

歌
わ
れ
な
い
の
か
。『
日
本
紀
略
』
寛
平
九
年
九
月
九
日
の
条
に
は
、「
天
皇
御
紫
宸
殿
、
賜
重
陽
宴
、
観
群
臣
挿
茱
萸
」
と
あ
る
。
中
国
か
ら
取
り
入
れ
た
行
事

を
忠
実
に
繰
り
返
し
て
い
た
の
が
分
か
る
。
し
か
し
、
一
向
に
歌
に
は
登
場
し
な
い
。
い
っ
た
い
、
茱
萸
は
和
歌
の
素
材
と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
強
烈
な
香
り
を
持
つ
茱
萸
は
、
和
歌
の
土
壌
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
国
歌
大
観（
24
）を
検
索
し
て
み
る
と
、

茱
萸
は
僅
か
三
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
ま
ず
、『
新
撰
朗
詠
集
』
の
二
四
六
番
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

歌　

蟋し
っ
し
ゅ
つ蟀
声
寒
初
過
雨　
　
　
　

し
つ
し
ゆ
つ
こ
ゑ
さ
む
う
し
て
は
じ
め
て
あ
め
を
す
ぐ

　
　

茱し
ゅ
ゆ萸
色
浅
未
経
霜　
　
　
　

し
ゆ
ゆ
い
ろ
あ
さ
う
し
て
い
ま
だ
し
も
を
へ
ず　

九
日　

白

和
歌
で
は
な
く
、
漢
詩
の
句
で
あ
る
。『
琴
後
集
』
の
一
三
九
七
番
は
、「
題
画
歌
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
題
詞
に
「
茱
萸
袋
の
か
た
か
け
る
絵
に
」
と
あ
る
。

山
人
の
け
ふ
の
た
め
し
の
い
く
薬
か
け
て
や
ち
よ
の
秋
を
ち
ぎ
ら
む

こ
の
歌
に
出
る
「
薬
」
は
、
茱
萸
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
茱
萸
は
直
接
登
場
し
な
い
。『
蒙
求
和
歌
集
』
の
四
九
番
歌
は
蒙
求
の
「
桓
景
登
高
」
を

も
と
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
茱
萸
は
、
蒙
求
の
原
文
に
出
て
い
る
が
、
歌
に
は
登
場
し
な
い
。

は
か
な
く
て
ふ
も
と
の
ゑ
ひ
に
し
づ
ま
ま
し
山
路
の
き
く
の
な
さ
け
な
ら
ず
は

こ
の
三
例
は
、
何
れ
も
「
茱し
ゅ
ゆ萸
」
を
和
歌
に
直
接
詠
ん
で
い
な
い
。
茱
萸
は
和
歌
に
お
い
て
、
歌
語
と
し
て
、
市
民
権
を
得
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
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四　

登
高

　

で
は
、「
登
高
」
を
見
よ
う
。

　

登
高
は
文
字
通
り
、
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、
私
的
な
行
為
で
あ
る
場
合
は
望
郷
・
望
遠
、
公
的
な
場
合

は
国
見
の
た
め
で
あ
る
。
国
見
と
し
て
の
登
高
は
、
春
秋
時
代
齊
景
公
が
最
初（
25
）に
な
る
。
登
高
は
当
初
か
ら
難
を
避
け
る
た
め
の
行
為
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
古

い
文
献
に
出
る
登
高
も
九
日
の
行
事
と
し
て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
正
月
七
日
為
人
日
、
以
七
種
菜
為
羮
。
剪
綵
為
人
或
鏤
金
箔
為
人
、

以
貼
屏
風
、
亦
戴
之
頭
鬢
。
又
造
華
勝
以
相
遺
。
登
髙
賦
詩

0

0

0

0

。」
と
あ
る
。
頭
鬢
に
戴
く
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
端
午
の
菖
蒲
や
、
重
陽
の
茱
萸
な
ど
と
類

似
し
た
行
い
で
あ
る
。
底
流
と
な
る
思
想
は
や
は
り
、
邪
悪
を
払
い
除
け
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
中
村
喬
の
『
中
国
の
年
中
行
事（
26
）』
に
よ
る
と
、
登
高
は
秋
の
祭

礼
の
場
所
が
山
の
上
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
高
爽
の
所
は
浄
化
作
用
が
あ
り
、
遠
望
す
る
行
為
は
、
身
に
降
り
か
か
る
災
厄
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

出
来
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

　

登
高
が
九
日
に
行
わ
れ
た
最
初
の
記
録
は
「
南
齊
書
」
本
紀
第
三
に
、
武
帝

の
記
述
に
な
る
。

九
月
己
丑
、
詔
曰
、「
九
日
出
商
飆
館
登
高
宴
群
臣
。」
辛
卯
、
車
駕
幸
商
飆
館
。
館
上
所
立
在
孫
陵
崗
、
世
呼
為
「
九
日
臺
」
者
也
。

（
九
月
己
丑
の
日
、
詔
曰
く
、「
九
日
、
商
飆
館
に
出
で
登
高
し
て
、
群
臣
を
宴
に
招
く
。」
辛
卯
日
、
車
で
商
飆
館
に
行
幸
す
る
。
館
が
立
つ
と
こ
ろ
が
孫

陵
崗
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
が
「
九
日
臺
」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。）

西
暦
五
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
る
。
九
日
に
登
高
を
し
た
の
は
、「
桓
景
登
高
」
の
伝
説
に
影
響
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
呉
均
の
『
續
齊
諧
記
』

の
成
立
と
前
後
し
て
い
る
の
で
、
或
い
は
、
文
字
に
さ
れ
る
前
に
、
こ
の
物
語
は
す
で
に
「
人
口
皆
碑
」
の
状
況
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。『
藝
文
類
聚
』

九
月
九
日
に
載
っ
て
い
る
詩
文
を
見
て
い
く
と
、「
九
日
従
宋
公
戯
馬
臺
」「
九
日
侍
宴
」「
九
日
玄
圃
宴
」「
九
日
侍
皇
太
子
楽
遊
苑
」
な
ど
の
よ
う
な
題
が
夥
し
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く
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
に
宴
会
を
開
き
、
詩
の
唱
和
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
魏
晋
南
北
朝
の
時
代
で
は
、
九
月
九
日

の
行
事
は
辟
邪
と
は
無
関
係
で
、
郊
遊
、
宴
会
の
日
と
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
作
は
、
菊
花
酒
が
一
例
の
み
で
、
菊
（
花
）、
茱
萸
、
登
高
の
何
れ
も
詩
に

登
場
し
な
い
。
九
日
の
詩
に
、
菊
（
花
）、
茱
萸
、
登
高
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
唐
代
に
入
っ
て
、
公
的
、
私
的
い
ず
れ
も
重
陽
の
宴
会
が
頻
繁
に
催

さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、『
続
齊
諧
記
』
や
『
荊
楚
歳
時
記
』
な
ど
の
流
布
、
又
は
『
初
学
記
』、『
蒙
求
』
の
よ
う
な
基
本
書
に
度
々
陶
潜
や

桓
景
登
高
な
ど
の
記
述
に
つ
い
て
触
れ
る
よ
う
に
な
り
、
詩
作
の
材
が
豊
か
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
、
天
子
自
ら
も
し
ば
し
ば
重
陽
宴
を
開

催
す
る
。
德
宗（
27
）貞
元
四
年
に
こ
の
よ
う
な
詔
令
が
出
て
い
る
。

九
月
丙
午
、
詔
、「（
上
略
）
今
方
隅
無
事
、
烝
庶
小
康
、
其
正
月
晦
日
、
三
月
三
日
、
九
月
九
日
三
節
日
、
宜
任
文
武
百
僚
選
勝
地
追
賞
為
樂
。
每
節

宰
相
及
常
參
官
共
賜
錢
五
百
貫
文
、
翰
林
學
士
一
百
貫
文
（
中
略
）」
癸
丑
、
賜
百
僚
宴
於
曲
江
亭
、
仍
作
重
陽
賜
宴
詩
六
韻
賜
之
。
群
臣
畢
和
、
上

品
其
優
劣
云
々
。

（
九
月
丙
午
の
日
、
詔
曰
く
、「（
上
略
）
い
ま
国
内
は
平
穏
無
事
で
あ
り
、
政
事
も
安
定
し
て
い
る
。
正
月
晦
日
、
三
月
三
日
、
九
月
九
日
の
三
つ
の
節
日
は
、

（
天
子
よ
り
）
賞
を
だ
し
、
文
武
百
官
に
任
せ
て
名
勝
地
を
選
定
し
て
、
楽
し
む
と
い
い
。
節
日
毎
に
、
宰
相
と
常
參
官
は
と
も
に
五
百
貫
文
、
翰
林
學
士

一
百
貫
文
（
中
略
）
を
賜
る
。」
癸
丑
の
日
、
曲
江
亭
に
お
い
て
、
百
僚
に
宴
を
賜
る
。
六
つ
の
韻
を
賜
り
、
重
陽
宴
の
詩
を
作
ら
せ
た
。
群
臣
は
皆
（
詩

の
唱
和
を
し
て
）
終
わ
っ
た
あ
と
、
天
子
が
そ
の
優
劣
を
品
評
す
る
云
々
。）

詩
の
韻
を
賜
り
、
群
臣
全
員
が
詩
を
詠
み
、
優
劣
を
競
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
夥
し
い
数
の
「
應
制
」
の
詩
は
、
政
事
に
携
わ
る
天
子
ま
で
が
率
先
し
て
こ
の

行
事
を
催
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
應
制
」
の
ほ
か
に
、「
奉
和
〜
〜
」「
奉
陪
某
人
登
某
地
」
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
御
用
」
の
詩
作
も

ま
た
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、

　
　
　

奉
和
九
日
幸
臨
渭
亭
登
高
應
制
得
歡
字　
　
　
　

李
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令
節
三
秋
晩
、
重
陽
九
日
歡0

。
仙
杯

0

0

還
泛
菊
、
寶
饌

0

0

且
調
蘭
。

御
氣
雲
霄
近

0

0

0

0

0

、
乘
高
宇
宙
寛

0

0

0

0

0

。
今
朝
萬
壽

0

0

引
、
宜
向
曲
中
彈
。

傍
点
の
箇
所
が
示
す
意
味
の
よ
う
に
、
美
辞
麗
句
を
並
べ
た
て
、
天
子
の
恩
徳
が
広
く
て
深
い
こ
と
や
、
政
事
が
隆
盛
で
あ
る
こ
と
を
、
褒
め
讃
え
て
い
る
。
ま

た
、
宴
会
が
あ
ま
り
楽
し
か
っ
た
の
で
、
翌
日
も
続
行
さ
れ
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
九
月
十
日
は
「
小
重
陽
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
李
白
に
は

こ
の
よ
う
な
詩
を
残
し
て
い
る
。

　
　
　

九
月
十
日
即
事　
　
　
　

李
白

昨
日
登
高
罷　
　
　
　

昨
日　

高
き
に
登
り
て
罷や

み

今
朝
更
舉
觴　
　
　
　

今こ
ん

朝ち
ょ
う　

更
に
觴
さ
か
ず
き

を
挙あ

ぐ　

菊
花
何
太
苦　
　
　
　

菊
花　

何
ぞ
太は
な
は

だ
苦
し
き

遭
此
兩
重
陽　
　
　
　

此
の
両
重
陽
に
遭
う

一
方
、
私
的
な
、
い
わ
ば
普
段
着
の
詩
作
と
な
る
と
、
ト
ー
ン
は
一
変
し
て
、
光
陰
の
無
常
、
悲
秋
、
嘆
老
な
ど
に
な
る
。
こ
の
中
に
は
、
現
在
な
お
も
我
々
の

心
に
残
る
秀
作
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

九
日　
　
　
　

杜
甫

去
年
登
髙

縣
北
、
今
日
重
在

江
濱
。
苦
遭
白
髪
不
相
放
、
羞
見
黄
花
無
數
新
。
世
亂
鬱
鬱
久
為
客
、
路
艱
悠
悠
常
傍
人
。
酒
闌
却
憶
十
年
事
、
腸
斷
驪

山
清
路
塵
。
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杜
甫
が
廣
徳
元
年
（
七
六
三
年
）
の
秋
、
閬
州
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
年
、
杜
甫
は
秋
頃
梓
州
か
ら
閬
州
に
行
き
、
冬
ま
た
梓
州
に
移
動
す
る
。
昨
年
も

今
年
も
異
な
る
と
こ
ろ
で
重
陽
節
を
迎
え
、
白
髪
は
増
え
る
一
方
な
の
に
、
方
々
で
菊
節
に
逢
う
の
が
恥
ず
か
し
い
。
戦
乱
の
た
め
も
あ
っ
て
、
人
に
頼
り
な
が

ら
、
安
住
の
地
を
求
め
つ
つ
、
大
江
南
北
を
彷
徨
す
る
。
生
涯
不
遇
の
杜
甫
は
、
節
句
に
当
た
り
、
感
慨
が
ひ
と
し
お
で
あ
る
。「
腸
斷
驪
山
」
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
楊
貴
妃
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
登
高
は
重
陽
の
日
に
の
み
行
わ
れ
る
行
為
で
は
な
い
の
で
、
重
陽
日
で
あ
る
な
し
に
関
わ
り
な
く
登
高
と
い
う
語
は
度
々
詩
人
の
詩
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
登
高
を
詠
ん
だ
詩
で
杜
甫
が
千
古
の
絶
唱
と
言
わ
れ
る
詩
が
あ
る
。
今
で
も
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
。

　
　
　

登
高　
　
　
　

杜
甫

風
急
天
高
猿
嘯
哀　
　
　
　

風
急
に
天
高
く
し
て　

猿え
ん

嘯し
ょ
う

哀か
な

し

渚
清
沙
白
鳥
飛
迴　
　
　
　

渚な
ぎ
さ

清き
よ

く
沙す
な

白し
ろ

く
し
て　

鳥
飛
び
迴め
ぐ

る

無
邊
落
木
蕭
蕭
下　
　
　
　

無む

辺へ
ん

の
落
木　

蕭し
ょ
う

蕭し
ょ
う

と
し
て
下く

だ

り

不
盡
長
江
袞
袞
來　
　
　
　

不ふ

尽じ
ん

の
長
江　

滾こ
ん

滾こ
ん

と
し
て
來き
た

る

萬
里
悲
秋
常
作
客　
　
　
　

萬ば
ん

里り

悲ひ
し
ゅ
う秋　

常
に
客
を
作
り

百
年
多
病
獨
登
臺　
　
　
　

百ひ
ゃ
く
ね
ん年
多た
び
ょ
う病　

独
り
台
に
登
る

艱
難
苦
恨
繁
霜
鬢　
　
　
　

艱か
ん

難な
ん　

苦は
な
は

だ
恨う
ら

む　

繁は
ん

霜そ
う

の
鬢び
ん

潦
倒
新
停
濁
酒
杯　
　
　
　

潦ろ
う

倒と
う　

新
た
に
停と
ど

む　

濁だ
く

酒し
ゅ

の
杯は
い

時
代
は
や
や
下
る
が
、
宋
の
陸
游
の
詩
に
も
「
平
生
喜
登
高
、
醉
眼
無
彊
界
。
北
顧
極
幽
并
、
東
望
跨
海
岱
。」
と
詠
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
。
登
高
が
好
き
だ

と
自
ら
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
陸
游
の
詩
に
は
登
高
と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。「
登
高
」
が
登
場
す
る
二
十
三
首（
28
）の
詩
の
う
ち
、
九
日
の
作
が
三

首
、
九
月
初
作
が
二
首
の
み
で
あ
る
。
高
き
に
登
れ
ば
、
自
然
に
詩
を
賦
す
る
意
欲
に
駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
壮
大
な
景
色
を
目
前
に
し
て
、
詩
人
達
は
詩
を
詠
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ま
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
数
は
陸
游
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
宋
代
の
詩
に
登
場
す
る
登
高
は
、
む
し
ろ
重
陽
で
な
い
日
に
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
。
前
記
杜
甫
の
詩
が

我
々
に
投
げ
か
け
て
き
た
、
個
人
の
悲
哀
や
無
力
感
を
越
え
た
荘
厳
と
ま
で
言
え
る
悲
壮
感
の
す
べ
て
を
継
承
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
重
陽
の
「
應
制
」
以

外
の
登
高
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
愁
感
に
覆
わ
れ
る
。
詩
に
「
桓
景
登
高
」
の
故
事
を
詠
ん
だ
と
し
て
も
、
た
だ
古
の
伝
説
に
感
じ
た
郷
愁
の
表
れ
で
あ
ろ

う
。　

　

重
陽
の
日
に
は
高
を
登
る
の
ほ
か
に
、
糕こ
う

を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
。
糕
は
こ
な
餅
で
、
現
代
風
に
、
狭
義
的
に
言
う
と
、
干
菓
子
の
落
雁
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
孟
元
老
が
北
宋
の
都
、
開
封
の
生
活
を
追
憶
し
て
著
し
た
『
東
京
夢
華
録
』（
一
一
四
七
年
成
）
に
、

九
月
重
陽
都
下
賞
菊
。
有
數
種
、（
中
略
）
都
人
多
出
郊
外
登
髙
、
如
倉
王
廟
四
里
橋
、（
中
略
）
前
一
二
日
各
以
粉

蒸
糕
遺
送

（
九
月
重
陽
都
下
み
な
菊
を
観
賞
す
る
。
菊
は
数
種
類
も
あ
る
、（
菊
の
種
名
を
略
）
都
人
の
多
く
は
郊
外
に
出
て
、
登
高
す
る
。
場
所
は
た
と
え
ば
倉
王
廟

四
里
橋
、（
中
略
）
な
ど
。
重
陽
の
一
、
両
日
前
か
ら
、
粉

を
蒸
し
て
糕
を
作
る
。
そ
れ
を
人
に
送
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。）

と
あ
る
。
南
宋
呉
自
牧
の
著
『
夢
梁
録
』（
一
二
七
四
年
成
）
に
も
、「
此
日
、都
人
市
肆
以

蒸
糕
（
中
略
）
名
曰
重
陽
糕
。
禁
中
閣
分
及
貴
家
為
饋
送
」
と
言
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
日
に
は
、
重
陽
糕
を
食
べ
た
り
、
饋
送
品
と
し
て
使
っ
た
り
す
る
。
な
ぜ
糕
を
食
べ
る
の
か
、
近
人
蔡
利
民
の
著
『
蘇
州
民
俗（
29
）』
に
「
こ

の
事
（
桓
景
登
高
）
が
江
南
水
郷
に
も
伝
わ
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
一
帯
は
平
原
地
区
の
た
め
、
高
い
所
な
ど
な
い
。
な
ら
ば
、
高こ
う

と
同
じ
発
音
の
糕こ
う

を
作
っ

て
、
高
き
に
登
る
代
り
に
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
後
、
高
い
と
こ
ろ
が
あ
る
な
し
に
拘
わ
ら
ず
、
み
な
糕
を
食
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
も
い
う
。
実
の
と
こ
ろ
は
、
こ
の
糕
も
歴
史
が
古
い
。『
西
京
雑
記
』
に
既
に
登
場
し
て
い
た
蓬
餌
が
そ
の
原
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

餌
に
つ
い
て
、
鄭
玄
が
『
周
禮
・
天
官
・

人
』「
羞

之
實
、
糗
餌
、
粉

」
の
注
に
「
皆
粉
稲
米
、
黍
米
所
為
也
。
合
蒸
曰
餌
、
餅
之
曰

」
と
言
っ
て
い
る
。

蓬
餌
は
つ
ま
り
、
よ
も
ぎ
の
団
子
で
あ
る
。
こ
の
蓬
餌
は
、
南
方
に
伝
わ
っ
た
の
ち
、
長
い
年
月
を
経
、
食
文
化
の
発
展
に
伴
い
、
現
在
我
々
も
よ
く
知
っ
て
い

る
「
糕
餅
」
の
類
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
糕
」
と
い
う
字
は
ほ
と
ん
ど
詩
に
詠
ま
れ
な
い（
30
）の
で
、
詩
語
と
し
て
は
成
立
し
な
い
。

　

で
は
、
和
歌
の
舞
台
で
は
、「
登
高
」
は
ど
の
よ
う
に
登
場
し
た
だ
ろ
う
か
。
二
十
一
代
集
を
検
索
し
て
み
て
も
、
登
高
の
用
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
勅
撰
漢
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詩
集
に
も
詩
例
が
極
め
て
少
な
い
。『
凌
雲
集
』
に
は
六
首
の
重
陽
詩
が
あ
る
。
す
べ
て
が
嵯
峨
天
皇
が
神
泉
苑
に
お
い
て
重
陽
宴
を
開
催
し
た
時
の
作
で
あ
る
。

そ
の
中
、

　
　
　

重
陽
節
神
泉
苑
同
賦
三
秋
大
有
年
題
中
取
韻
尤
韻
成
篇　
　
　
　

作
者

旻
氣
何
寥
廓
、
登
高

0

0

望
悠
悠
。
大
田
穫
豐
稔
、
從
此
歳
工
休
。
芳
萸

0

0

筵
上
薦
、
時
菊
盞
中
浮
（
下
略
）

と
い
う
詩
が
あ
る
。
茱
萸
を
も
織
り
込
ん
で
い
る
数
少
な（
31
）い
一
例
で
あ
る
。

結　
　

語

　

重
陽
の
風
物
と
端
午
の
風
物
と
は
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
重
陽
は
菊
花
を
め
で
、
菊
花
酒
を
飲
み
、
茱
萸
を
頭
か
体
に
付
け
、
連
れ
だ
っ
て
高
き
に
登
る
。

端
午
は
菖
蒲
を
頭
に
戴
き
、
雄
黄
酒
を
顔
に
塗
る
。
五
色
の
糸
で
彩
っ
た
香
嚢
を
体
に
付
け
、
龍
舟
の
一
騎
打
ち
を
見
物
す
る
。
本
来
、
重
陽
の
菊
は
長
寿
を
願

い
、
茱
萸
、
登
高
は
何
れ
も
辟
邪
の
た
め
に
あ
っ
た
。
端
午
節
の
雄
黄
酒
、
菖
蒲
、
艾
な
ど
と
同
じ
役
目
で
あ
る
。
重
陽
の
節
句
に
比
べ
、
端
午
の
節
句
の
成
立

は
時
代
が
遅
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
端
午
詩
は
唐
代
ま
で
あ
ま
り
詠
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
行
事
は
時
代
が
下
る
と
共
に
盛
ん
に
な
り
、
現
代
に
お
い
て

も
な
お
最
も
重
要
な
年
中
行
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
唐
代
ま
で
詠
ま
れ
た
重
陽
詩
の
数
は
端
午
詩
の
十
数
倍
も
及
ん
で
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

現
代
は
そ
の
行
事
が
廃
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
日
本
に
お
い
て
も
同
じ
現
象
が
見
受
け
ら
れ
る
。
何
故
こ
う
な
っ
た
の
か
。
柳
田
国
男
氏
が
「
お
く
ん
ち
の
こ
と（
32
）

」
と
い
う
一
文
に
、

（
前
略
）
五
節
句
の
中
で
も
い
わ
ゆ
る
重
陽
だ
け
は
、
こ
と
に
中
国
か
ら
学
ん
だ
式
典
と
、
日
本
民
間
の
古
習
と
が
、
十
分
な
調
和
を
遂
げ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。（
下
略
）
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と
言
っ
て
い
る
。
日
本
の
年
中
行
事
の
中
、
中
国
か
ら
の
習
わ
し
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
長
い
年
月
を
経
て
、
伝
来
時
の
様
式

を
変
え
つ
つ
も
、
日
本
の
習
慣
と
う
ま
く
融
合
す
る
も
の
だ
け
が
残
さ
れ
る
。
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
今
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
中
か
ら
古
の

中
国
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
対
し
て
、
九
月
九
日
に
は
そ
れ
が
な
い
。
柳
田
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
重
陽
の
行
事
は
日
本
民
間
の
習
慣
と
う
ま

く
調
和
が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
、
人
々
の
生
活
に
は
馴
染
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
つ
新
し
い
行
事
を
取
り
入
れ
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
信
仰
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
調
和
が
取
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
地
方
の

信
仰
と
う
ま
く
融
合
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
山
中
裕
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
は
、
伝
来
当
時
か
ら
重
陽
は
あ
く
ま
で
も
宴
会（
33
）で
あ
っ
て
、
節

会
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
中
国
に
お
い
て
、
重
陽
節
は
早
く
も
魏
晋
南
北
朝
時
代
か
ら
信
仰
の
意
味
合
い
を
失
い
、
日
本
に
伝
来
す
る
前
か
ら
す
で
に
楽
し
い
宴

遊
の
会
に
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
伝
来
後
、
平
安
初
、
中
期
に
、
朝
廷
、
貴
族
の
間
で
は
度
々
重
陽
宴
を
催
し
た
が
、
所
詮
王
朝
の
人
々
の
風
流
の
一
端

に
過
ぎ
ず
、
庶
民
と
は
さ
ほ
ど
関
わ
り
が
な
い
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
の
ち
に
朝
廷
は
こ
の
宴
会
を
、
節
会
と
し
て
定
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
結
局
民
間
の

信
仰
と
の
結
び
つ
き
が
薄
く
、
宴
会
か
ら
脱
皮
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
詩
文
の
世
界
で
は
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
重
陽
の
伝
説
や
、
行
事
へ
の
受
け

入
れ
を
そ
の
ま
ま
詩
歌
に
表
し
て
い
な
い
。
や
が
て
、
菊
に
目
を
奪
わ
れ
、
菊
を
重
陽
と
関
わ
り
な
く
歌
う
よ
う
に
な
る
。
日
本
も
中
国
同
様
、
元
々
九
月
は
収

穫
の
季
節
で
あ
る
。
秋
祭
り
は
、
新
嘗
め
を
し
、
豊
作
を
祝
い
、
無
病
息
災
を
祈
念
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
信
仰
の
意
味
を
持
た
な
い
宴
会
で
は
や
は
り
節

句
と
し
て
、
定
着
し
難
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
は
、
そ
の
宴
会
の
中
心
で
あ
る
は
ず
の
「
賞
菊
」
は
菊
の
栽
培
、
品
種
の
改
良
、
開
発
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
独
り
歩
き
し
て
し
ま
い
、
九
月
九
日
そ
の
日
の
菊
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
行
事
か
ら
信
仰
の
意
味
を
抜
き
取
り
、
菊
不

在
と
な
る
と
、
残
り
は
、
宴
会
の
形
式
の
み
で
あ
り
、
重
陽
の
日
へ
の
こ
だ
わ
り
が
限
り
な
く
薄
ら
い
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

中
国
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
原
理
の
働
き
に
よ
っ
て
、
現
代
で
は
重
陽
が
往
年
の
に
ぎ
や
か
さ
を
失
っ
て
い
る
。
信
仰
と
の
融
合
の
問
題
に
加
え
て
、
中
国

に
は
、
地
域
ま
た
は
地
理
的
な
要
素
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
端
午
の
節
句
は
政
治
の
中
心
が
南
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
々
南
の
地
方
の
民
間

で
盛
ん
だ
っ
た
行
事
が
詩
人
の
共
感
を
呼
び
、
詩
文
に
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
重
陽
の
節
句
は
、
中
原
地
方
の
政
事
を
司
る
人
が
中
心
だ
っ
た
宴
会

が
、
政
治
の
中
心
が
南
移
す
る
に
従
っ
て
、
登
る
べ
き
高
所
が
な
い
こ
と
や
、
菊
の
咲
く
時
期
が
北
方
よ
り
遅
く
な
る
こ
と
な
ど
の
地
理
・
気
候
の
理
由
で
、
行
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事
が
重
陽
の
日
か
ら
分
離
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
現
代
に
お
い
て
、
太
陽
暦
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
歳
時
の
風
物
と
節
句
の
こ
よ
み
が
益
々

ず
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
分
離
も
い
っ
そ
う
際
立
っ
た
と
言
え
よ
う
。
無
論
、
中
国
の
場
合
は
、
日
本
と
異
な
り
、
重
陽
詩
の
詩
語
は
、
古
代
よ
り
数
々
の
名
詩
文

に
登
場
し
て
お
り
、
文
学
の
基
本
書
で
度
々
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
ま
で
我
々
の
脳
裏
に
深
く
植
え
付
け
て
い
る
。
重
陽
の
日
に
、
菊
を
観
賞
し
た
り
、

茱
萸
を
佩
び
た
り
せ
ず
、
ま
た
高
き
に
登
ら
ず
と
も
、
こ
れ
ら
の
詩
語
に
触
れ
る
た
び
に
、
我
々
は
古
の
風
習
に
し
ば
し
思
い
を
馳
せ
、
郷
愁
を
覚
え
る
の
で
あ

ろ
う
。

注（
１
）　

唐
代
に
端
午
詩
が
少
な
い
要
因
に
関
し
て
、
拙
稿
「
端
午
風
物
詩
語
小
考
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。　
『
藝
文
研
究
』　

第
八
十
七
号　

二
〇
〇
四
年

（
２
）　

漢
の
劉

の
撰
と
い
う
説
も
あ
る
。
本
論
は
注
１
に
出
る
拙
稿
同
様
、
晋
の
葛
洪
の
撰
と
す
る
。

（
３
）　

後
漢
書
志
第
二
十
二
郡
國
四
荊
州
南
陽
荊
州
記
曰
、「
縣
北
八
里
有
菊
水
、
其
源
旁
悉
芳
菊
、
水
極
甘
馨
。
又
中
有
三
十
家
、
不
復
穿
井
、
仰
飲
此
水
、
上
壽
百
二
十
三
十
、

中
壽
百
餘
、
七
十
者
猶
以
為
夭
。（
下
略
）」

（
４
）　

晋
書
孟
嘉
傳
「（
上
略
）
後
為
征
西
桓
溫
參
軍
、
溫
甚
重
之
。
九
月
九
日
、
溫
燕
龍
山
、
僚
佐
畢
集
。
時
佐
吏
並
著
戎
服
、
有
風
至
、
吹
嘉
帽
墮
落
、
嘉
不
之
覺
。
溫
使
左
右

勿
言
、
欲
觀
其
舉
止
。
嘉
良
久
如
廁
、
溫
令
取
還
之
、
命
孫
盛
作
文
嘲
嘉
、
著
嘉
坐
處
。
嘉
還
見
、
即
答
之
、
其
文
甚
美
、
四
坐
嗟
歎
。」

（
５
）　

山
中
裕
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
塙
書
房　

塙
選
書
七
五　

一
九
七
二
年　

二
三
八
〜
二
四
八
頁
。

（
６
）　
『
日
本
書
紀
』
に
天
武
天
皇
「
十
四
年
九
月
壬
子
、
天
皇
宴
于
旧
宮
安
殿
之
庭
、
是
日
皇
太
子
以
下
至
忍
壁
皇
子
賜
布
各
有
差
」
と
あ
る
。

（
７
）　
『
政
事
要
略
』
惟
宗
允
亮
が
崇
神
天
皇
の
代
か
ら
寛
弘
六
年
の
間
の
年
中
行
事
、
公
務
交
代
、
糺
弾
雑
事
等
を
類
別
集
録
し
た
も
の
。
百
三
十
巻
の
大
著
だ
っ
た
が
、
現
存

二
十
六
巻
。
そ
の
巻
二
十
四
に
九
月
節
会
と
あ
る
。

（
８
）　

李
白
「
九
日
登
山
」

淵
明
歸
去
來
、
不
與
世
相
逐
。
為
無
杯
中
物
、
遂
偶
本
州
牧
。

因
招
白
衣
人
、
笑
酌
黃
花
菊
。
我
來
不
得
意
、
虛
過
重
陽
時
。（
下
略
）

（
９
）　

杜
甫
「
九
日
登
梓
州
城
」　

客
心
驚
暮
序
、
賓
雁
下
襄
州
。
共
賞
重
陽
節
、
言
尋
戲
馬
遊
。

湖
風
秋
戍
柳
、
江
雨
暗
山
樓
。
且
酌
東
籬
菊
、
聊

南
國
愁
。
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（
10
）　

白
居
易
「
九
月
八
日
酬
皇
甫
十
見
贈
」　

君
方
對
酒
綴
詩
章
、
我
正
持
齋
坐
道
場
。
處
處
追
遊
雖
不
去
、
時
時
吟
詠
亦
無
妨
。

霜
蓬
舊
鬢
三
分
白
、
露
菊
新
花
一
半
黃
。
惆
悵
東
籬
不
同
醉
、
陶
家
明
日
是
重
陽
。

（
11
）　
『
西
京
雑
記
』
を
参
照
。

（
12
）　

禁
署
寒
氣
遲
、
孟
冬
菊
初

0

0

0

0

坼0

。
新
黃
間
繁
綠
、
爛
若
金
照
碧
。
仙
郎
小
隱
日
、
心
似
陶
彭
澤
。
秋
憐
潭
上
看
、
日
慣
籬
邊
摘
。
今
來
此
地
賞
、
野
意
潛
自
適
。

金
馬
門
内
花
、
玉
山
峰
下
客
。
寒
芳
引
清
句
、
吟
玩
煙
景
夕
。
賜
酒
色
偏
宜
、
握
蘭
香
不
敵
。
淒
淒
百
卉
死
、
歲
晩
冰
霜
積
。
唯
有
此
花
開
、
殷
勤
助
君
惜
。

（
13
）　

宋
劉
蒙
『
菊
譜
』
三
十
余
種
の
銘
柄
を
収
録
。
ま
た
、
明
周
履
靖
の
『
菊
譜
』
に
は
二
二
〇
余
種
を
収
録
。
こ
の
ほ
か
、
宋
成
大
の
『
范
村
菊
譜
』、
明
黄
省
曾
の
『
菊
藝
書
』

な
ど
が
あ
る
。

（
14
）　

東
坡
全
集
、
巻
二
十
三
「
江
月
五
首
」
の
引
言
。

（
15
）　

湯
浅
浩
史
「
菊
の
行
事
」『
植
物
と
行
事
』
朝
日
出
版
社　

朝
日
選
書
四
七
八　

一
九
九
三
年
、
斎
藤
正
二
「
菊
」『
植
物
と
日
本
文
化
』
八
坂
書
房　

一
九
七
九
年
、
武
田

久
吉
「
菊
」『
民
俗
と
植
物
』
講
談
社　

講
談
社
学
術
文
庫
一
四
〇
七　

一
九
九
九
年
、
な
ど
を
参
照
。

（
16
）　
『
凌
雲
集
』、
八
一
五
年
成
、
重
陽
詩
七
首
収
録
。『
文
華
秀
麗
集
』、
八
一
七
年
成
、
重
陽
詩
二
首
収
録
。『
經
國
集
』、
八
二
七
年
成
、
現
存
六
巻
（
二
〇
巻
）
の
中
重
陽
詩

一
七
首
収
録
。

（
17
）　

竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
注
釈　

上
下
』　　

右
文
書
院　

昭
和
五
十
六
年
補
訂
版
に
よ
る
。

（
18
）　
「
寛
平
御
時
菊
合
」
は
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
頃
、
当
時
の
宇
多
天
皇
の
宮
廷
で
催
さ
れ
た
も
の
で
、
現
存
す
る
最
古
の
菊
合
で
あ
る
。
こ
の
菊
合
は
菊
花
の
美
を
競
う
純
然

た
る
物
合
で
あ
る
が
、
菊
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
短
冊
の
和
歌
が
文
学
的
対
象
と
な
っ
た
。
菊
花
は
左
右
各
一
〇
本
が
合
わ
さ
れ
た
の
で
、
和
歌
の
数
も
二
〇
首
と
な
る
が
、

和
歌
は
余
興
と
し
て
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
合
わ
さ
れ
て
い
な
い
。

（
19
）　

老
去
悲
秋
強
自
寛
、
興
來
今
日
盡
君
歡
。
羞
將
短
髮
還
吹
帽
、
笑
倩
旁
人
為
正
冠
。
藍
水
遠
從
千
澗
落
、
玉
山
高
並
兩
峰
寒
。
明
年
此
會
知
誰
健
、
醉
把
茱
萸
子
細
看
。

（
20
）　

晋
朝
太
原
中
都
の
人
、
二
四
〇
年
？
〜
二
九
三
年
。

（
21
）　
『
本
草
綱
目
』
呉
茱
萸
の
釋
名
に
、
呉
の
地
方
の
茱
萸
は
上
質
な
の
で
、
呉
茱
萸
と
い
う
名
前
が
出
来
た
と
い
う
。

（
22
）　

①
王
昌
齡
「
九
日
登
高
」　

　
　
　
　

青
山
遠
近
帶
皇
州
、
霽
景
重
陽
上
北
樓
。
雨
歇
亭
皋
仙
菊
潤
、
霜
飛
天
苑
御
梨
秋
。

　
　
　
　

茱
萸
插
鬢
花
宜
壽
、
翡
翠
橫
釵
舞
作
愁
。
謾
説
陶
潛
籬
下
醉
、
何
曾
得
見
此
風
流
。

　
　
　

②
耿
湋
「
九
日
」　

　
　
　
　

重
陽
寒
寺
滿
秋
梧
、
客
在
南
樓
顧
老
夫
。
歩
蹇
強
登
遊
藻
井
、
髮
稀
那
更
插
茱
萸
。

　
　
　
　

橫
空
過
雨
千
峰
出
、
大
野
新
霜
萬
葉
枯
。
更
望
尊
中
菊
花
酒
、
殷
勤
能
得
幾
回
沽
。
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③
朱
放
「
九
日
與
楊
凝
崔
淑
期
登
江
上
山
會
有
故
不
得
往
因
贈
之
」　

　
　
　
　

欲
從
攜
手
登
高
去
、
一
到
門
前
意
已
無
。
那
得
更
將
頭
上
髮
、
學
他
年
少
插
茱
萸
。

　
　
　

④
楊
衡
「
九
日
」　

　
　
　
　

黄
菊
紫
菊
傍
籬
落
、
摘
菊
泛
酒
愛
芳
新
。
不
堪
今
日
望
郷
意
、
強
插
茱
萸
隨
衆
人
。

（
23
）　

古
楽
府
詩
で
あ
る
「
陌
上
桑
」
又
の
名
「
艶
歌
羅
敷
行
」、「
日
の
出
東
南
隅
行
」
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
例
え
ば
、
王
樞
の
「
至
烏
林
村
見
采
桑
者
聊
以
贈
之
」

を
見
る
と
、
采
桑
と
は
よ
く
目
に
す
る
景
色
の
よ
う
で
あ
る
。「
遥
見
提
筐
下
、
翩
妍
實
端
妙
。
將
去
復
囘
身
、
欲
語
先
為
笑
。
閨
中
初
別
離
、
不
許
覔
新
知
。
空
結
茱
萸
帶
、

敢
報
木
蘭
枝
。」
こ
の
詩
に
で
る
茱
萸
帯
は
茱
萸
錦
で
出
来
た
帯
で
あ
る
。

（
24
）　
『
新
編
国
歌
大
観
』
編
集
委
員
会
監
修
『
新
編
国
歌
大
観C

D
-R

O
M

版V
er.2

』
角
川
書
店　

二
〇
〇
三
年
。

（
25
）　

漢
の
劉
向
が
撰
し
た
『
説
苑
』
巻
八
に
「
齊
景
公
伐
宋
、
至
於
岐
隄
之
上
、
登
高
以
望
。
太
息
而
嘆
曰
昔
我
先
君
桓
公
云
々
」
と
あ
る
。

（
26
）　

中
村
喬　
『
中
国
の
年
中
行
事
』
平
凡
社　

一
九
八
八
年　

一
九
八
〜
一
九
九
頁
。

（
27
）　

舊
唐
書
本
紀
第
十
三

（
28
）　

臺
湾
元
智
大
学
中
国
文
学
網
路
宋
名
家
詩
の
検
索
系
統
を
使
用
。

（
29
）　

蔡
利
民
『
蘇
州
民
俗
』
蘇
州
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年　

三
二
七
〜
三
三
二
頁
。

（
30
）　

清
蕭
智
漢
撰
『
新
増
月
日
紀
古
』
巻
九
に
『
聞
見
録
後
録
』
を
引
い
て
、
劉
禹
錫
（
字
夢
得
）
が
九
日
詩
を
作
る
と
き
、「
糕
」
を
使
い
た
か
っ
た
が
、
五
経
の
中
に
こ
の
文

字
が
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
、
使
う
こ
と
を
や
め
た
と
記
述
し
て
い
る
。

（
31
）　

注
（
16
）
を
参
照
。

（
32
）　

柳
田
国
男
「
お
く
ん
ち
の
こ
と
」『
年
中
行
事
覚
書
』
講
談
社　

講
談
社
学
術
文
庫
一
二
四　

一
九
七
七
年　

一
六
五
〜
一
六
七
頁
。

（
33
）　

注
（
５
）
を
参
照
。
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